
司会（富野） 今日は枚方市の中司宏市

長にお出でいただきました。中司市長は早

稲田大学第一文学部を卒業後、サンケイ新

聞社に入社、大阪府会議員をされた後、枚

方市長になられました。現在３期目と聞い

ております。以前ローカル・マニフェスト

を広めるために関西で大会をやりました時、

首長の方々とお話をしたわけですが、その

時に中司市長は理論的なお話をされて大変

感銘を受けたおぼえがございます。現在、

全国青年市長会の会長もされています。私

も市長だった時、理事をしておりまして懐

かしい思いがあります。青年市長会は50歳

までということで、政治の世界は未だにそ

ういう世界でございます。会長として改革

の急先鋒をなさっておられます。

本日のテーマは「ローカル・マニフェス

トと地域社会の改革」ということで、ロー

カル・マニフェストが地域社会に何をもた

らすか、地域の改革の可能性等についてお

話していただきます。自らマニフェストを

主導されている方です。

新聞記者から政治家へ

中司 皆さん、こんにちは。ただいまご

紹介いただきました枚方市長の中司です。

今日は皆さんと地方自治体の改革について

お話ができることを大変光栄に思っており

ます。富野先生は以前、逗子市の市長をさ

れていました。その時は地域自立の先駆者

として頑張っておられました。トップラン

ナーとして私も尊敬していた方であります。

今回またマニフェスト運動の推進役、先輩

ということで、ともに運動を展開している

ところです。

先程ご紹介をいただきましたが、私は昔、

サンケイ新聞社におりまして、京都支局に

４年間おりました。昭和54年からで、みな

最初は事件取材で、その後、担当が分かれ

るのですが、私は主として京都市役所を担

当しました。今年も祇園祭は終わりました

が、京都はいろんな祭などの取材ができる
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ところで新聞記者の憧れの地なんですね。

例えば宗教の記者クラブは京都にしかあり

ません。あるいは大学記者クラブ。ノーベ

ル賞の取材などは京都では大学記者クラブ

がやるんですね。私も福井教授がノーベル

賞を受賞された時、真先に家に駆けつけた

ということもありました。行政の問題では

いわゆる文化観光税、「古都税」ですね。こ

の時に宗教と行政が対立した場面も取材し

ました。京都では「お寺と西陣と花街には

行政が手をつけたらひどい目にあう」と昔

から言われていますが、まさに京都市の古

都税の導入は、その状況だったと思います。

そういうことを経験して東京本社政治部

に変わりました。その時は中曾根総理の時

でして、総理の番記者を１年ほどやりまし

た。番記者はベテラン記者ではなく１年生

が担当するんです。総理が何を言ったかを

逐一メモやテープにとって本社で原稿にま

とめる。実際にはあまり原稿を書かないの

ですが、政治部で一年ほどやりました。そ

れからベテラン記者になるまでにいろんな

ところに配属される。

私は自民党の田中派担当になりました。

丁度、田中角栄さんが倒れられる前の時期

でした。当時の政界は自民党単独政権で、

ある程度、派閥が均衡してバランスがとれ

ていた時代でした。その安定していた政権

が田中角栄さんから竹下さんに代わる中で、

端境期、何年かに一度の政変があった時期

です。自民党田中派担当の駆け出し記者と

して田中角栄さんのところに行ったら、当

時、早坂さんという豪腕の秘書がおられて

いつも居留守を使われる。そこで田中さん

は諦めて竹下さんの方に出入りすることに

なりました。

一生懸命通いました。夜討ち、朝駆け、

夜行って、また朝行って、人間関係をつく

らないと取材ができない。まず政治家との

人間関係をつくって取材していくというこ

とが多かったです。当時、竹下さんが創政

会を40人くらいの派閥のグループをつくっ

て立ち上げられた。それが政権の基盤にな

るわけですが、その時の取材をいち早くサ

ンケイ新聞が書くことができたのが、私自

身の一つのエポックかなと思っています。

その後、竹下さんが総理になられていくわ

けですが、そういう政界の移り変わりの取

材をしたわけでございます。

そうこうして新聞記者として取材に飛び

回り、政治家と話をしている中で、なにか

自分も政治の世界に飛び込んでみたいとい

う気持ちになりまして、62年、新聞社を辞

めて地元に帰って大阪府議会議員の選挙に

出て今日に至っています。平成５年、衆議

院選挙に出ましたが、あの時は細川内閣が

できた時ですが、惨敗をいたしました。そ

の後浪人している中で、平成７年、枚方市

長選挙に出て市長になりました。それから

もう10年がたちます。この10年間に行政の

改革を実現してきたと思っております。

３期目の平成15年、統一地方選挙の時、

前三重県知事の北川先生はじめ、何人かの

方がマニフェストを提唱されていました。

その呼びかけに応じてマニフェストを作成

して選挙に出たわけです。地方分権改革を

進めていくためには地方が力をつけていく

事が必要です。その推進のためにもやりた

いという思いで先頭グループとして手掛け

たんですが、当時はマニフェストという言

葉も定着していなくて、地元の演説会でマ

ニフェストを提示しても「何のことかわか

らん」という市民が多かった。それが今や

「マニフェスト」という言葉が流行語にもな
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りまして、地方の首長選に出るものはマニ

フェストの作成は欠かせないという時代に

なったわけであります。

今日は枚方市の公務として来ております

ので、枚方市のPRも少しさせていただきま

す。これから地方分権がすすむ中で都市も

地域のブランドをつくらないといけない。

地域ブランドの時代だと思っています。

地方分権が進むと地方が自立していく。

これまでの国と地方が上下の関係から、地

方分権で地方が自立していく時代になりま

す。権限や財源が地方に委譲され、国から

見れば「権限、財源を地方に渡しても、コ

ントロールできるのだろうか」という危惧

があります。地方は「権限を委譲してもら

わないと自分たちの地域の自主性のあるま

ちづくりはできないじゃないか」と意見が

対立する。そのためには地方も政策形成の

能力を高めないといけない。国に対して

「地方に任されても十分できるんですよ」と

いう市が、果たして何市あるか。全国に

3,300の市町村がかつてありました。それが

合併で今年は1,800になります。以前は、そ

のうち市の数が650ほどでしたが、この10

年間で750を超えています。青年市長会では

50歳までが会員です。50歳までの青年市長

は何人いると思いますか？　750の市の中

で。たった50人です。いかに高齢化してい

るかがわかると思います。私も今年で卒業

しますが、もっと若返りしていかないとい

けないと思います。

地域が自立するためには地域が個性を生

かした政策を形成し、国から押しつけの受

け売りをやるのではなく、独自で施策を勉

強し、法律を勉強し、自分たちの地域のた

めになるまちづくりをしていかなけばなり

ません。そこで地域のまちづくりをどうす

るか。地域はどういう特色があるか。枚方

はどういう特色があるかを地域の内外にPR

していく。それが地域のブランドだと思い

ます。鞄とか服というブランドはあります

が、都市のブランド、「この町にはこういう

ものがあります。この町にはこういう特色

があります」と、地域のブランドがこれか

ら注目されるようになるのではないかと思

います。

枚方市は宿場町としての歴史がありまし

た。枚方パークの菊人形が今年で終わりだ

ということになりまして、何とか続けてい

ただくように働きかけをしております。町

のブランドをなぜつくるか。これから人口

が減少していく。少子高齢化で税収が落ち

てくる。その中で、人々に住み続けていた

だく。よそから来ていただくことによって

町の活性化を進めていく。そのためには地

域の特色が大事であり、これから地方分権

の時代に欠かせないテーマだと思っていま

す。市のPRは、これで終わります。

市長として10年、何をやってきたか

私の市長としての10年間の歩みについて

ですが、行政のスリム化の徹底、人件費の

削減、年功序列、ぬるま湯体質の一掃を主

に行いました。公務員の世界は年功序列で、

仕事をやってもやらなくても同じように給

料も上がっていくという、ぬるま湯体質が

お役所仕事を生み出してきている。民間に

もっと学ばなくてはいけないということで

改革をしてきました。

その一つが課長試験の導入。民間ではあ

たりまえですが、役所では試験を受けると

いうことすらなかった時代がありました。

また民間へのアウトソーシング。今まで役

所でやってきた仕事も、これからは役所で
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やるより民間にお願いした方が効率的にで

きるのではないか。限られた財源の中で民

間にお願いした方が仕事がスムーズにいく

のではないか、市民サービスが上がるので

はないかと、保育所の民営化や学校給食、

ごみ収集業務の民間委託などに取り組んで

きました。

それから市民との協働。これからの地方

分権社会では、市民やNPOなど民間と協働

しタイアップしながら、パートナーシップ

を結びながら公共サービスを担っていかね

ばならない。財政再建、財政構造改革。む

だな事業の見直しをして税収の大幅減に見

合う歳出の抑制をしなければならない。同

時に税収を増やす努力もしなければなりま

せん。そしてローカル・マニフェストの推

進です。

枚方版マニフェスト、第１歩は選挙改革

2003年（平成15年）４月、市長選挙で枚

方版マニフェストを公表しました。お配り

したものはその概要版です。３期目の市長

就任後の議会でマニフェストの内容を市政

運営方針に落とし込み、公約としてきちん

と位置づけをしました。2005年２月４日、

ローカル・マニフェスト首長連盟の結成に

参画しましたが、これから市民による検証

制度を計画しなければならないと思ってお

ります。ローカル・マニフェストによって

実現できる効果は何か。

まず地方選挙の活性化、政策中心の選挙。

まず選挙を変えていこうというのが第一段

階です。第二段階は行政機構の活性化、政

策主導の自治体経営。自治体内部の改革を

していくこと。第三段階はさらに住民自治

の活性化、多様な市民や事業者が地域政策

の主体になっていくという真の住民自治、

地域自治の確立を目標としています。

この三段階はマニフェスト・サイクルと

いう言い方ができると思いますが、いま言

いました三つのステップをふみながら進め

ていくということがマニフェストの本当の

意味だと思っています。選挙だけのツール

に終わらせたのでは宝の持ち腐れになって

しまうので、これを使ってこれからの行政

改革、地域自治の確立に役立てていこうと

いうのがマニフェストの本来の目的であり

ます。

そこで、一つ目の選挙を変えていくとい

うことですが、選挙というと地盤、カンバ

ン、カバンと言われます。誰かの地盤を引

き継ぐ。立候補者が誰それの地盤を引き継

いだ後継者ですといって選挙を闘う。カン

バンはいろんなとらえ方がありますが、一

つは政党の公認、自民党や民主党の公認。

他にもカンバンはいくつかあると思います。

組織の推薦をもらうことなどです。３つ目

のカバン、語弊がありますが資金です。選

挙の費用をたくさん集めて選挙に生かす。

公選法で縛られていますから下手な使い方

はできません。法律の範囲内で使える選挙

資金をどう集めるか。これも従来型選挙の

一つの基本だったと思っています。

もう一つは、イメージ重視で具体性のな

いスローガン。これまでは「私が当選した

ら福祉を充実させます」「私が当選した暁に

は教育を充実します」とスローガンの羅列

なんですが、実際には中身は何をやるかわ

からない。選挙で当選しても当選した本人

が何をやるか、どうしていくかということ

はそれから考えていく、曖昧なスローガン

の羅列型の選挙。

もう一つは名前を連呼する。名前を売っ

た方が勝ちだと。マスコミに出るタレント
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は名前が売れています。政策ではなく、名

前を売る。そういうことがこれまでの選挙

の一つの定番だったように思います。地盤、

カンバンに頼った既存のしがらみ、既得権

益、こういうものにどっぷり漬かった選挙

だったと思います。そうなると住民は選挙

に入りにくい。誰が当選しても同じではな

いか。選挙離れ、投票離れが起こってきま

す。

そういうことを繰り返していたのではい

けない。これからの地方分権の時代の中で

地域のブランドをつくっていく人に託すの

が選挙です。それが曖昧で「誰が当選して

もいい」ということでは、地域の個性や地

域の自立が果たしていけない。真剣に考え

なければならないわけです。選挙からして

そのスタイルを変えないといけない。選挙

カーの連呼による選挙ではなく、政策論争、

政策をきちっと論議していく選挙でなけれ

ばならないと思います。

選挙改革に有効なツール、有効な手段が

マニフェストの最初のきっかけだと思いま

す。ところが公職選挙法では選挙について

いろいろと規定がありまして、マニフェス

トには候補者の名前は書けない。候補者の

名前を書いたものを配ると、即、公職選挙

法違反になりますので、候補者を推してい

る団体、確認団体、私の場合は「ときめき

枚方21市民の会」の名前で発行することで、

この会が推している候補であることが唯一

わかる。名前を入れることができない。こ

ういうことを変えていかないといけないの

で、マニフェスト推進連盟の中で変えてい

こうとしております。

市長選挙の場合、配付物には名前が書け

ませんし、字数も限られていますから、マ

ニフェストは抜粋だけしか載せられないと

いう状況でした。公選法を変えてマニフェ

スト全文を、どの候補者のマニフェストで

あるかという、はっきりしたものを配れる

ようにしなければならない。そういうこと

を進めなければ、本当の政策中心の選挙に

は変わっていけないだろうと思います。

第２ステップは自治体の内部改革

二つ目は、マニフェストは「いつまでに、

何をやります」と明記しなければならない。

２年前のものですから熟度は低いです。私

がつくった時はひな型もなく、手さぐりで

つくったものですから、まだまだ「マニフ

ェストまがい」というものかもしれません。

中身はそんなに濃くありませんが、まがり

なりにも、そこで手法・期限・財源などを

明確にしている。これは有権者との責任の

ある約束ですから、これまでのスローガン

の選挙とは違って、きちんといつまでに何

をやりますとうたったものです。

そのことによって自治体がどう変わって

いくか。一つは市長就任後の政策の実行ス

ピードが速くなったのではないかと実感し

ております。行政組織に対する市長のリー

ダーシップが明確になった。「ここでうたっ

ていることは選挙で市民と約束したことだ。

市民の皆さんにこれを了解してもらったの

で選挙に当選しているのだ」という一つの

ステイタスができあがったことを、市の内

部が理解していくことにつながります。こ

こで宣言したことをやっていくというリー

ダーシップが明確になって、政策主導の自

治体経営が実現できるようになると思いま

す。即ち行政改革や自治体経営改革の有効

なツール・手段になるということでありま

す。

そこで自治体内部でどういうことが起こ
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ったか。選挙に当選しますと、新しい市長

は４年間の市政運営方針を議会に提出しま

す。そのことを議会で表明し、議会の代表

質問で質疑が行われます。それに市長は答

えなければなりません。

所信表明にどういう形でマニフェストを

落とし込んだか。「マニフェストの概要」の

項目を「マニフェスト項目一覧表」の項目

に照らし合わせております。概要版の１

「市政の構造改革を進めます」。11「小さく

ても仕事のできる市役所をつくります」。最

後の114は「今後４年間で公立保育所やごみ

収集、学校給食など主要業務のアウトソー

シングの拡大」。この項目は３つの部分から

成り立っています。1141は「公立保育所の

民営化」、1142は「ごみ収集の民間委託」、

1143は「学校給食の民間委託の拡大」と項

目と照らし合わせることができますので、

参考にしていただきたいと思います。

「マニフェスト項目一覧表」の所信表明に

ある☆印、マニフェストの概要版を最初の

選挙当選後の所信表明で、どこまで落とし

込んでいるか。マニフェストはあくまでも

４年間ですから、最初の年にできないこと

はここには書いていない。空白になってい

ます。それ以外は所信表明で政策として落

とし込んだということです。

マニフェストをいったん各部署に戻しま

して、例えば公立保育所の民営化をどうい

う形で具体化するかを担当部署に考えても

らう。マニフェストでは「公立保育所の民

営化」を1141で「今後４年間で」とうたっ

ています。実際に仕事をするのは職員です

から、「1141を４年間でやりなさい」と職員

に具体的にスケジュールとして出してもら

う。保育所の担当者が政策として「いつま

でに、どの園を、どういう形で民営化して

いくか」という具体案をつくって、それを

出してくる。それをディスカッションする

ことによって、具体的な政策として落とし

込みができる。

単に市長としてマニフェストに掲げた考

えではなく、それを担当職員が自分の仕事

として確立していく、この作業を所信表明

をつくっていく中でやってきた。これが一

番大事なことではないかと思います。マニ

フェストが「市長個人の考え」、「市長と市

民が約束した考え」であるということから、

政策としてのマニフェストに昇華させてい

く、レベルアップさせていくという作業を

しなければならないと思っています。

16年度の市政運営方針でどれだけできた

か、17年度の運営方針でどれだけできたか

を星取表で検証していく。「着手したかどう

か」という星取表です。これから先は「本

当にできたか、できなかったか。できなか

った理由は何か。遅れた理由は何か」を具

体的に検証していくことを市民参加でやら

ないといけないと思っています。

いまは２年目ですから、まだそこまでは

できていません。２年間でできたことは、

マニフェストを実際に発表して選挙を闘っ

て、選挙を改革した。次は内部を改革する

ためのツールとして所信表明に落とし込ん

で、毎年の事業としてやっていく。この作

業まで今、やっているということでありま

す。マニフェストは自治体経営改革のツー

ルになるということは、そういう意味であ

ると理解していただきたいと思います。そ

れによって職員の意識も変わってきた。

従来のスローガンのように「福祉をやり

ます」「教育をやります」ということでは職

員は何をやっていいかわからない。マニフ

ェストで具体的に示すことによって職員も
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その段階から、保育所民営化がどういう形

になるかを一緒に検討する。政策のスピー

ドアップ、市長のリーダーシップが可能に

なるということを理解していただきたいと

思います。

マニフェスト・サイクルは地域経営で完結

３つ目が最も重要な課題ですが、マニフ

ェスト・サイクルの完結。マニフェストに

掲げられた政策目標に対する評価や検証を

通じて、従来の市長と議会、行政間だけで

はなく、市民やNPO、NGO、企業、大学な

ど地域社会を構成するさまざまな機関と地

域社会のあり方や将来像について議論を深

める。そうして同時に、市民自らが住民自

治や地域主権の主体として地域経営に積極

的にかかわるようになっていく。行政と市

民、各事業者、大学、NPOが役割と責任を

分担して、自分たちも一緒に住民自治をや

っていく主体である、仲間である、パート

ナーシップであることを実現していく。こ

れがマニフェストの最終レベルアップの段

階だと思います。つまりマニフェストは一

つ目は選挙の改革、二つ目は自治体の改革、

３つ目は地域の経営、地域自治の確立とい

うことにつながってくる手段・ツールであ

ると思っています。

「マニフェスト項目一覧表」では「平成17

年度にはこれだけのことをやりました」と

書かれています。市政運営方針は、毎年３

月議会で次年度の政策を議会で発表します。

17年度の市政運営方針は17年３月議会で４

月からの１年間の市の方針を発表し、議会

で質疑があるわけです。17年度の市政運営

方針ではマニフェストについて内部で検証

して、「２年間で達成できたもの、２年間で

実現に向けて取り組みを進めているものを

含めて、進捗率80％に達しています」と表

明しています。

80％という数字はかなり高いですが、職

員内部で「できているもの、できていない

もの」を星取表でチェックした結果、「８割

はできている」と中間報告としてまとめた

ものです。職員が内部でまとめたものです

から「お手盛りではないか。実際その通り

いっているのかわからない」という疑問も

出てきます。本来は検証は内部だけではな

く、外部も入れて外部の機関に委ねなけれ

ばならないことだと思います。ただ私も２

年間で試行錯誤でやっていますので、市民

参加で検証するところまで至っていない。

それをこれから秋に向けてやろうと思って

います。

17年度の段階では内部で点検した結果、

80％は進捗できている。あと２年間にでき

あがるだろうということも含めて８割はマ

ニフェストに沿ってやっているということ

は言えますが、実際に個々具体的な評価を

市民参加でしたわけではありませんので、

それをこれからやっていこうというのが、

これからの私のやるべき仕事だと思ってい

ます。

市民参加でマニフェストを検証する、チ

ェックすることによって、市民、NPOが市

政へ参加することにつながってくると思い

ます。４年後には、次の選挙で次の候補者

がマニフェストをつくって議論していくこ

とにつながっていくわけです。新人の方に

も情報提供しなければいけません。そうや

ってマニフェストをチェックしていき、ど

ういう政策ができたか、どういう政策がで

きていないかをチェックすることによって、

行政に市民が参画し、NPOの方も意見を述

べる場を保障することによって、地域自治
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が確立していくきっかけになっていくとい

うのが第三段階だと思っております。まだ

まだ試行錯誤ですので、具体的にできてい

るわけではありません。そういうことをこ

れからやっていきたいと思っています。

マニフェストはなぜ必要か

５月19日、富野先生が中心となって大阪

でローカル・マニフェスト推進フォーラム

がありました。その時、富野先生がローカ

ル・マニフェストの論点を整理されました。

マニフェストはなぜ必要なのか。これか

らの分権改革の方向は国と地方が権限を争

うのではなく、その段階を乗り越えて本来

の住民自治をどう実現していくか、レベル

の高い自治体をどうつくっていくか、これ

が本来の姿であります。市民に最も近いと

ころで、自分たちの生活を左右する政策・

制度を住民に身近な市町村が決めていく。

それによって自分たちの思いが行政に反映

されていくというのが地方分権の本来の姿

であります。そのためにはスローガン型の

地盤、カンバン、カバンに左右されるよう

な選挙ではだめで、これを脱皮しなければ

ならない。ローカル・マニフェストで、ま

ず選挙を変えていくこと、自治体を変えて

いくことがこれから必要になってくる。

もう一つの要因としては、日本の社会が

これまでの拡大成長型から縮小均衡型に展

開してきている。少子高齢化で人口が減っ

てくる。これまでの拡大型経済成長が通用

しない時代になってきた。これまでは「こ

れをやります、あれをやります。私が市長

になったらこういうことをやります」とハ

コモノ行政が罷り通ってきた。これに市民

も期待していた部分があります。

しかし、縮小均衡型の時代になると、こ

れからは何を切っていくか、何を縮小して

いくかが問われる時代になってきます。そ

れぞれの自治体を預かる市長も構造改革で、

どういうところをスクラップ・アンド・ビ

ルドしていくかは難しい問題です。「あれも

やります、これもやります」は通用しなく

なった。「あれをするか、これをするか」と

いう選択、「どこまでの水準を確保したらい

いか」という問題、こういうものをはっき

り示していく。どこを改革していくのかを

はっきり示していく時代になりました。

今までは耳触りのいいことばかり言って

きたのが選挙でしたが、これからは耳触り

が悪くても将来のために血を流さなくては

ならないこともたくさん出てきます。財源

は限られています。そのためにもマニフェ

ストできちっとうたっておく。「行政改革を

やりますよ、民営化をやりますよ、幼稚園

を廃止しますよ」と。

枚方市ではこれまで幼稚園を５園、廃止

しています。学校も小学校２校、中学校１

校を統廃合しました。そういうことをきち

っとうたって、信任を得ていくことが行革

を推進するためには必要なことだと思いま

す。そういう部分でも、これからマニフェ

ストが必要になってくるのではないか。耳

触りのいいことばかりではなく、実際に思

い切って改革することを選挙ではっきり公

言しておく。そのことで審判を問う。審判

を問うことが具体的に実行することにつな

がっていくと思います。

もう一つの背景としては、自治体も市民

も改革への意識が高まってくる。まず市民

の側から、市民オンブズマンによる行政の

透明化を求める動きが出てきました。行政

の説明責任、アカウンタビリティを果たそ

うということが市民の側からも、行政の側
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からも出ています。それをやらなければ、

今の時代、乗り切れないという底流があり

ます。そういう時代背景からマニフェスト

型選挙に移行していく必然性があったと思

います。

マニフェストで何が変わるか

マニフェスト型選挙によって何が変わっ

ていくのか。トップの市長の政治責任が明

確になる。「できたこと、できなかったこと」

がはっきりします。「４年間でやります」と

マニフェストを示した。だけど実際に達成

できたかどうかは、チェックすればはっき

り出てきます。できたこと、できなかった

ことが明確になる。できたことはそれは当

然、責任を果たしたことになりますが、で

きなかったことについては、なぜできなか

ったのか、どういうところがネックとなっ

てできなかったのか、それはいつできるの

か、このことについてきちっと説明責任を

果たさなければなりません。トップの政治

責任が明確になってきます。できたことも、

どういう手法でやったか、財源はどうだっ

たか、効率的にやったか、実際に市民サー

ビスが上がったのか、などいろんな角度で

検証する。シビアになります。

今までのように曖昧なままで「できたか、

できないか」わからないままで次の選挙を

迎えるのではなく、「やった、やらなかった」

「できた、できなかった」の原因をきちっと

再確認し、検証して次の選挙を迎えること

になりますので、首長にとっては厳しいこ

とになるのですが、あえてそれをやること

が本当に市民が行政に近くなる。行政に対

して市民がこれまで以上に関心を高めるた

めには必要かなと思っています。

つぎに、マニフェストは政策決定のプロ

セスを明確にします。スローガン型の選挙

では具体的な肉付けをするのは曖昧なとこ

ろで決定される場合が多かったと思います。

決定のスピードも遅くて不透明だった。そ

れに比べてマニフェストを掲げて就任した

市長の場合、できたこと、できなかったこ

とが問われるわけですから、実際に仕事を

しなければなりません。４年間の与えられ

た期間の中でやるので、当然、スピードは

上がります。

内容も選挙の段階で公開しているわけで、

毎年チェックしたことを公開しますから透

明性も高い。より詳細な実施手法、時期を

内部で決定していく中で、政策形成のプロ

セスを公開することによって透明性につな

がってくる。マニフェストを実行すること

によって何が変わってくるか。責任の明確

化、スピードアップ、透明性です。市民参

加の高まりも出てくると思っております。

次の課題は市民による検証・評価

大体、マニフェストの意義と効用を理解

していただけたかと思いますが、今、枚方

市では毎年内部でチェックしており、夏の

時期に「サマーレビュー」と称して、各部

署の進行管理をやっています。どういう政

策的なことができたか、できなかったか。

各部署を呼んでヒアリングします。できて

いる問題、できていない問題、どこがネッ

クになっているかを内部で検証しています。

年度後半に向けて、できていないところの

問題点を整理して、年度中にやっておくべ

きことを具体化していく。こういう作業を

マニフェストに沿って検証を毎年やってい

るということです。

今後は内部評価だけでは不十分なので、

もう一歩踏み込んで、市民による検証、評
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価を受ける機会をつくることを検討してお

ります。これを10月、11月に向けてやって

いこうと、経済界の方、青年会議所も前向

きに取り組んでいただいていますので、そ

うした団体にも入っていただく。市民のマ

ニフェスト検証の実行委員会をつくってい

ただき、そこで検証していく。私自身、ま

な板の上のコイになるということです。そ

れを公開することによって、より行政に市

民の方が身近になる。それによって第三段

階での市民参加、市民自治の確立ができる

のではないか、その素地をつくることがで

きるのではないかと思っています。

マニフェストについて、一応、実践的な

話をさせていただきました。あと皆さん方

からの質疑を通してさらに深めることがで

きたらと思っておりますので、ひとまず終

わらせていただきます。どうもありがとう

ございました。

［質疑応答］

司会 私は以前から思っているんですが、

政治家にはどうしてテストがないんだろう

か。官僚も職員も試験を受けて職について

いる。しかし、政治家は当選した後４年間

は試験かない。マニフェストは首長のペー

パーテストになっているのではないか。そ

れができなければ市長になることはできな

いことになってきたのではないか。マニフ

ェストによって、政治家のふるい分けを市

民ができるのではないかと思っています。

国の政治行政と地方の政治行政との違い

かどこにあるか。二元代表制ですね。今ま

で首長は国を向くか議会を向いていた。し

かし、マニフェストによって市長候補が市

民と直接契約をする。マニフェストをつく

る時も、実行する時も、検証する時も、ま

ず第一に市民との関係においてやる。まさ

に二元代表制ということが鮮明になってき

ます。そういう意味でマニフェストは議会

と首長、首長と市民との二元代表制のあり

方に近づくことになるのではないかと、そ

ういう意味で中司さんに期待するというこ

とであります。

質問 マニフェストのあり方について。

拝見しますと、従来の選挙公約と同じよう

に市民生活、行政水準を上げるなど、プラ

ス評価になるような内容が多いと思います。

税収が減ってくる中で市民にも痛みを求め

る政策が今後多く出てくると思いますが、

生活にマイナスを与える面でのマニフェス

トが、どうしても少なくなってくるのでは

ないか。耳障りのいいプラス評価になるよ

うな内容がたくさんあるなと思います。そ

れは大事なことですが、行政の実務を担当

する者として、市民にマイナスになる、痛

みを強いる内容も含めてマニフェストの中

に取り上げていくべきではないかと思いま

すが、そのへんはいかがでしょうか。

中司 確かにそういう面がありますので、

苦労するところがあると思います。枚方市

の場合、平成９年の税収が650億円、毎年減

ってきまして、現在は530億円。120億円も

税収が落ちました。実に20％近く落ちまし

た。そういう実態を市民に公表していかな

いといけない。これまで、そのことがあま

り市民に情報公開されてこなかったかもし

れません。これからは自治体の経営、マネ

ジメントの観点から考えて、「財政状況はこ

うなっています。これからこういうことを

やらないといけない」と情報公開して、そ

して何を選択すべきかということを問い掛

ける。その中で実際、どこをカットするか、
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縮小していくかを市民にはっきり公表して

いかないといけない。

市民も意識が変わらないといけない。行

政にいろんなことを求めて、「これをしてほ

しい、あれをしてほしい、これをつくって

ほしい」ということだけでなく、「そんなに

大変だったらこういう部分はこうカットし

ないといけないのではないか」と。情報公

開をして実情を知らせることによって、納

税者市民の意識が変わってくる。「そんなむ

だはやめた方がいいのではないか」、そうい

う意識が高まってくると思います。市民か

らも「これがむだだ、あれはむだだ」とい

う投書が来ます。情報公開することによっ

てむだを省くべきだという意見も高まって

います。そういう中で「厳しいけれども、

これを乗り切るためにはここをカットしな

いといけない」とマニフェストで示して、

逆にそれだけマネジメントの部分で優れた

候補者に市民の意識がつながっていくとい

うことにもなると思っています。

実際２年の段階ではそこまで詳しくは財

源的なことは示せません。財源問題でまだ

地方分権が進んでいませんので、国の起債、

補助金を当てにしている分がありますので、

国の補助金がないと書けないという苦悩も

ありました。これから地方分権が進んでい

くことによって、財源も自主的に調達でき

るようになれば、もっと具体的なマニフェ

ストが書けるようになるのではないかと思

います。

質問 私の町では学校経営について改革

しているところですが、４月の選挙で新し

い町長が誕生しました。マニフェスト的な

選挙で「惨敗するだろう」という予想を覆

しまして、現職を破って自民、公明、民主、

連合の100何団体の支持を受けて当選され、

公約を実現するとやっておられます。一つ

疑問に思うのは教育委員会でトップを中心

に改革をやっていますが、確かに学校現場

に保護者の声が届いていない場合もありま

すが、首長は選挙で公約したことをやって

いかないといけないということで、教育委

員会と意見が合わない場合があります。教

育委員会はある意味で首長部局から独立し

ている。政策能力があるかどうかは別にし

て、教育委員会の独立性とのからみで首長

との意見調整がしにくいということがあり

ます。

それから、職員の能力アップは小さい町

ではしにくい。「今まで通りやるのはあかん、

縦割りはあかん」というのは簡単です。し

かし現実には、260人しかいない職員で、今

までの予算の８割は同じような予算でやっ

てきたのを、首長が変わって半分くらい切

り変えていくといわれても、それにはコー

ディネーター力、地域を知る力、住民の願

いを知る力が必要です。小さい町ほど人材

も得難いし、スタッフもいない。時間もか

かる。３万人の町で合併もしないのですが、

最後に行き着くのは人材ではないかと思い

ます。

教育委員会の独立性の問題と、行政のマ

ニフェストとが折り合わないという問題。

職員の意識改革、行政改革をやっていく時

の人材育成をどうやっていくか。50代前後

の職員が圧倒的に多い層を抱えながらやっ

ていくのは大変だと思います。

中司 枚方でも教育委員会と市長部局と

の関係は微妙な部分で、これから改革して

いく部分があると思います。自治体のマネ

ジメントだけでは割り切れない部分がある

のが教育委員会だと思います。教育の中身

に行政が踏み込むことには疑問があると思
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いますし、教育の中立性は保っていかなけ

ればならないと思います。マニフェストの

中で「給食の民間委託」などを盛り込んだ

わけです。効率化することで学校の教育を

より充実させる。むだな部分をスリム化す

る。効率化することによって、その部分を

教育費に当てたいという思いから取り組ん

できたわけです。

例えば保育所を民営化することによって、

子ども一人あたりの予算が公立と私立では

70万円ほど違ってくる。その違いは人件費

ですから、民間にお願いして効率化するこ

とによって、その部分を待機児童の解消に

当てるという形でやってきました。市長部

局としては学校教育の中身に踏み込まない

が、効率的に運用できる部分によって、そ

の部分を学校教育の充実に当てていくこと

ができるだろうということで、マニフェス

トに盛り込んでいます。

実際には、教育の中身に踏み込むのは難

しい面があります。枚方市では今年、教育

懇話会を立ち上げます。平成７年にも市民

参加で市民の意見を教育に反映していこう

と懇話会を立ち上げました。それから10年

たって市民の状況も変わっていますから、

もう一度、学校教育のあり方ということで

市民参加で懇話会を立ち上げますが、事務

局を教育委員会におくか、市長部局でやる

かということで綱引きをやっている状態で

す。

私は、事務局は市長部局の方がいいかな

と思っていますが。市民参加で率直に今の

教育について意見を問うていきたい。それ

を教育委員会の学校教育の中身に反映して

いくという作業をやろうとしています。教

育の中身について、マニフェストで選挙の

時に「こうする、ああする」と、なかなか

踏み込めないと思いますが、そのことを学

校教育のあり方検討懇話会をつくる中でや

っていきたいと思っています。

ただ社会教育については学校教育とは違

う側面がありますので、生涯学習を進めて

いく中で、社会教育の部分を市長部局に持

ってくることがスムーズにいくのではない

かと思っています。来年度は社会教育の部

門の再編をやっていきたい。教育の分野は

中立性を保ちながらも、効率的な側面もあ

り難しい面がありますが、それぞれの地元

によってケース・バイ・ケースもあると思

っています。

司会 マニフェストで、教育委員会とか、

選挙管理委員会等の行政委員会をどうする

かということですが、独立の機関ですから、

本来は市長はコントロールできる対象では

ない。しかし、市民の皆さんは首長が教育

の問題について語らないというのは不安に

思うんですね。市民からの要求は強い。私

は選挙の公約には教育改革は入れなかった

んですが、教育委員会も市長部局の行政委

員会はやめたらいいんじゃないかというの

が私の持論です。そういう議論に発展して

いく微妙なところだと思います。マニフェ

ストはこれからいろんな発展がある、そう

いう大きな示唆を持っていると思います。

質問 本来、このマニフェストをつくる

にあたっての前文の部分があるはずなんで

すね。枚方市長候補として「私はこういう

町にしたい」という。財源の考え方とかあ

ってこそ、それを踏まえて具体的な施策が

あると思います。肝心の前段の部分が軽視

されているのではないかと思うことがあり

ます。

もう一つは、市長は３期目ということで、

スムーズにマニフェストを作成し、庁内で
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も浸透したのではないかと思いますが、議

会との関係でトラブルとかなかったのかな

と。「エエカッコしすぎやないか」とか。議

会でもきちんと受け止めてやっていく方向

だったのかどうか。この２点お聞きしたい

と思います。

中司 最初の部分ですが、確かにマニフ

ェストの前段にマニフェストの目的と考え

方、マニフェストの基本理念をうたってい

ます。私は自治体経営、マネジメントの考

え方はこれまでと違う発想で「経営」とい

う観念を入れることがこれからの方向性だ

と思いますが、しかし、そこにはベースと

なる理念がなければならないと思います。

私は理念として、３つの愛を政策に入れ

ました。「行政と愛はマッチングしない」と

いう批判もあったんですが。一つは人間愛、

二つ目が自然愛、３つ目が郷土愛。この３

つの理念を行政にバランスよく入れていく

ことが、行政が生きてくることになると思

います。同じ施設をつくっても、そこに理

念がなければ生きてこない。マニフェスト

的に言いますと「いつまでに、どういう清

掃工場をつくりますよ」と項目を上げる。

それを何のためにつくって、どう生かして

いくか。そこに環境行政に対する理念がな

ければ、自然愛がなければ生きてこない。

福祉の施設をつくるにしても、そこに人間

愛という理念がなければ生きてこない。同

じものをつくるにしてもベースがなければ

ならないと思います。そういうものが行政

にはこれまでなかった。

同じものをつくるにしても、職員の一人

ひとりが理念を心に刻んで運営していく、

つくっていくのと、そういうものなしにつ

くっていくのとでは、全然違ってくると思

います。その部分は、まだこれからの分野

で難しいのですが、そういう理念を私のマ

ニフェストには一応盛り込んでいます。

次に議会との関係ですが、議会の方では

「３つの愛をベースにする」と言いますと、

「行政は愛では進まない」という議員もおり

ますし、いろんな意見が出ました。マニフ

ェストという言葉については定着していな

かったので、平成15年の段階ではそんなに

議論にならなかった。

「これを市民全員に配ってないじゃない

か」という意見もありました。公選法で縛

られていますので、配ることかできない。

事務所に置いておくだけでした。「配ってな

いものを認知されたというのはおかしいで

はないか。そういうものは認知されたとは

受け取れない」ともいわれました。選挙の

時にきちっと配付するなど市民に周知する

ことが大事で、周知する中で選挙が実行さ

れることがこれから必要ではないかと思い

ました。

質問 法学部政治学科です。僕自身の経

験から質問させていただきます。僕の出身

地は大阪のある市で、生まれて育ったその

市を愛しているんですが、昨年１年間、市

政モニターで政策について話し合ったりし

てきました。市政モニターは25名ですが、

若い年齢層は僕一人、60歳以上の方が多く、

僕が発言すると「何言うてんねん、こいつ

は」と言われることが多々ありました。会

議の場で発言して前向きな回答も返ってこ

ないので、質問状にして送っても市から回

答を得られない。こんなことでいいのかと

いうのが正直なところです。

マニフェストをチェックする部門で、市

民から公募すると若い年齢層が参加するこ

とは少ないと思います。これから長く住ん

でいくのは僕たち若い人たちですから、そ
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ういう人たちの意見を採り入れることがで

きる委員会をつくることを考えておられる

かどうか、お聞きしたいと思います。

中司 若い人の意見を入れていくのは大

事なことだと思います。枚方市には大学が

６つあります。関西外大とか大阪国際大学、

摂南大学薬学部とか。17,000～18,000人の学

生がいます。議会では「大学ばかり誘致し

ても税収にはね返らない」と言われます。

確かに大学の施設だけを見ると税収にはな

らないんですが、そこに若い人がいる。一

人あたりどれだけの税収の効果があるかと

いうことでは観点が違ってきます。若い人

が定住して住んでいくこと、これから人口

が減少していく中で、何が大事かというこ

とを行政は理解しないといけないと思いま

す。高齢者の福祉などさまざまな面があり

ますが、今まで欠落していた若い人に焦点

を当ててやっていくことは大事だと思いま

す。

枚方市では若い人の意見を採り入れたり、

ボランティアとか若い人に参加してもらう

ことをすすめていきたいと思っています。

教育委員会の懇話会で大学生に一人入って

もらいます。また、枚方では中学生会議と

いうものがあります。中学生に毎年、行政

についての意見を聞いたり、どんな町をつ

くりたいかと中学生の代表が集まって話を

する場があります。青年会議所が主宰して

いますが、それが育ってきて10年以上にな

ります。高校、大学になった卒業生が次の

中学生の世話をして一つのサークルをつく

っています。そこの代表に教育懇話会に入

ってもらって、若い人から見たまちづくり、

教育を考えてもらいたいなと思っています。

質問 修士１年です。政党のマニフェス

トと自治体選挙のマニフェストとがあると

思いますが、マニフェストと政党との関係

をどのように考えておられるか。また責任

を果たすには４年間は限定ですが、将来を

見つめた４年以上の時間を必要とする問題

はどのように考えておられるか。

中司 パーティ・マニフェストとローカ

ル・マニフェストがあり、政党マニフェス

トは政党マニフェストとして、検証する場

をつくっていこうと動いておられます。政

権政党も野党も、それぞれがマニフェスト

を戦わせて国政選挙に臨んでいく。これも

あるべき姿だと思います。これから自分た

ちの将来を考えた時、どの政党が担うかは

大事なことですので、そのことの議論が選

挙の際、なされていなければいけないと思

います。マニフェストは単に曖昧な形のス

ローガンではないので、具体的にやる、や

らない、できる、できないということを検

証する仕組みをつくっていくべきだと思い

ます。

自治体選挙の場合、地方自治体は国の枠

組みの中にあるわけで、それを超えたマニ

フェストをつくったり、それを超えた自治

はできないというのが今の状態です。それ

を打破するために、できるだけ地方分権を

進めていきたいと思います。マニフェスト

を進めていくことは、同時に地方分権を進

めることとイコールだと思いますので、マ

ニフェスト運動を進めることと並行して地

方分権の動きを進めていきたい。マニフェ

ストをつくろうにも財源が委譲されていな

ければマニフェストは書けない。起債や補

助金が決まらなければ何もできない仕組み

では実際にマニフェストを書けないし、実

行もできない。だからマニフェスト運動を

進めることは、イコール地方分権を進めて

いくことになると思います。それができて
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初めて国の枠組みを超えた地方分権ができ

てくるのではないかと考えますので、並行

して進めていきたいと思っています。

４年を超えた問題。微妙な問題で、議会

でも将来のことが質疑が出る中で、自分の

任期の４年間を超えて約束することはでき

ないと、基本的には思います。だけどビジ

ョンはありますので、ビジョンの方向は政

治家として、首長として、トップとして示

していかなければなりません。しかし、具

体的に何年までにということを、４年を超

えていうことは差し控えるべきではないか

と思います。短期、中期、長期という形で、

短期については自分の責任でやる。長期に

ついてはビジョンとしては示しますという

ふうに、分けないといけないかと思います。

質問 地方分権を進めていく中で、財政

が縮小しているから外部委託をするという

話が多いのですが、逆に必要なものだから、

そこに予算をかけるという発想も大事だと

思います。京都市でも保育園は公営と私営

があると思います。私営に入るべきかどう

か、選ぶものがなければ私営しかいけない。

公営に入りたくても入れないという人がた

くさんいる。公営が大事か、私営か大事か

を区別するのではなく、単純に私営に任す

という、その時に財政はどうするか。市民

の負担もあると思いますが、そこを論議せ

ずに、単に外部委託するということでは無

責任さを伴うという感じがしますが。

中司 枚方市の場合も全部を民営化する

のではなく、それぞれのエリアごとに、中

心となる保育所は公営でやっていきたい。

公立を拠点にして、民間の保育所と連携し

ながら地域の保育力を上げていくことにつ

なげていく。政策的なことを位置付けした

中で地域的に民営化した方がいいところは

民営化していく。こういう方向をとってい

るので、やみくもに全部変えていくという

ことではないんです。

これは難しいんですが、保育水準がそれ

で仮に低下すれば、よくないと思います。

保育水準が変わらないという保障を行政は

しなければならないんです。その前提の中

で、保育水準が変わらないのであれば、効

率的な運営をした方が浮いた財源を他の保

育施策に回すことができます。

納税者市民から見れば、効率的な運営を

することが行政責任だと思いますので、効

率化した部分は同じように保育に使ってい

くわけです。限られた財源をいかに効率的

にうまく使っていくかが責任として果たさ

なければならないことだと思います。その

ためには、エリアごとに拠点となるものを

つくっておくという政策的なことを尽くし

た上でやっていかないといけないと思って

います。

司会 マニフェストの長期の問題は論点

があるんですね。総合計画という行政計画

が10年単位になっています。自治基本条例

の問題もある。50年、100年の地域づくりで

す。そういうものとマニフェストはどうい

う関係になるか、これから議論をしなけれ

ばいけないところがあります。

質問 すべては人材育成から始まるのか

なと思います。枚方の人材育成について降

格制度等があるようですが、マニフェスト

の中に職員の人材育成について盛り込めて

いるかどうか。

中司 人材育成についてはマニフェスト

に盛り込めていません。今、つくるなら盛

り込むんですが、短期間に作成したので、

そのへんの観点は盛り込めなかったと理解

していただきたいと思います。
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枚方市の人事管理制度、新たな人材育成

は３月議会で提示していまして、それは公

開されています。最初の10年間の改革の中

で、年功序列、ぬるま湯体制の一掃に取り

組んできましたが、努力した職員が評価を

される、風通しのよい職場づくりが大事だ

と思います。平成７年の段階では沈滞ムー

ドが漂い活気がなかった。そうしたことか

ら活力のある、やりがいのある職場で、職

員に責任をもって働いてもらいたいと、管

理職への試験制度を導入しました。オーソ

ライズされた管理職をつくり、自信がなけ

れば降りるという形で、誰が見ても管理職

にふさわしい人を登用し、若くても抜擢す

ることができる制度をつくっていきたいと

思っています。

労働組合の職員とも胸襟を開いて話をし

ています。組合も昔は皆、「職員を守ってい

かないといけない」ということでしたが、

いまは「やっているものと、やっていない

ものがどうして同じように処遇されるか、

やっているものはきちっと報われる体制を

つくってほしい」という意見が出てきてい

ますので、組合とも話をしながら、これま

でのような年功序列や前例踏襲でない、職

員がやる気を出せる体制づくりをこれから

もやっていきたいと思っています。

司会 改革の時代には職員の人材育成の

システムは重要なことですので、組織がど

うやって活性化するは大事なことだと思い

ます。

質問 人材育成の話で、枚方のホームペ

ージを見たんです。枚方市の特色が見られ

なくて、折角頑張っておられるから、もっ

とカツを入れるべきではないかと思います。

私は奈良市民ですが、市民でマニフェスト

運動をやっています。「市民がマニフェスト

を責任を持って達成できるか」という批判

があるにしても、地域社会の改革のために

は政策型選挙に変えていかないといけない

ということで、あえて市民がつくるマニフ

ェスト運動をやっています。そういうやり

方に関して市長はどう思われますか。

中司 マニフェストのつくり方はまだ試

行錯誤ですが、これから新しい時代に入っ

てきますので、候補者がつくるものと、市

民がつくるもの、それをどういう形で採用

するか、組み合わせるか、いろんな方法が

あると思います。それはまさにこれからの

分野ではないかと思います。今年は選挙が

たくさんありますので、その中でおそらく

NPOの方とかマニフェストの運動をされて

いる方がマニフェストをつくっていくこと

は、かなり出てくると思います。そこを候

補者とどう結び付けていくか、これからの

課題だと思います。そこで候補者が市民と

ディスカッションしていく。どういうもの

を入れていくべきか、どういうマニフェス

トがこの町にふさわしいかをディスカッシ

ョンする場は必要だと思います。私が今度、

もしそういう場面があれば、市民の皆さん

と一緒につくっていく手法をとりたいと思

います。その手法については、これから考

えないといけませんし、チェックする仕組

みの中からも、そういうものは出てくるか

と思います。

人材育成については勉強不足で、これか

らまた、さらに突っ込んだものにしていき

たいと思います。ただ、あれだけのものを

つくるにしても、これまでの枚方市の歴史

からいくとかなり厳しいものだったので、

まだまだ他市に比べたら、普通の市にまで

行ったかなというところですので、これか

らトップレベルを走れるよう研鑽していき
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たいと思います。

やる気についてですが、トップダウンと

ボトムアップは大事だと思います。マニフ

ェストはボトムアップの部分もありますが、

職員から見たら、トップダウンと受け止め

られると思います。トップダウンのマニフ

ェストをボトムアップに変えていく部分で

の作業を疎かにすると、職員は押しつけら

れたマニフェストでやっていくというふう

に主体性がなくなってしまいます。トップ

ダウンであるが、所信表明でつくる政策を

具体化していく中で、職員にいったん下ろ

して、職員がこれを「自分たちのもの」と

して受け止め、考えて政策をつくっていく

という作業をやらないといけない。ボトム

アップでつくっていって初めて職員のやる

気が出てくるのではないかと思います。そ

のへんは大事かなと感じています。

司会 重要なご指摘があったと思います。

私も市長をやらせていただいて、強いリー

ダーシップと弱いリーダーシップがあると

思います。弱いリーダーシップはボトムア

ップ型のリーダーシップで、バランスは微

妙なんですね。強いリーダーシップがなけ

れば事は動かない。しかし強いリーダーシ

ップだけでやっていたら、職員からは自分

たちがやっている行政にならない。そうい

うところがあります。これはやっぱり永遠

の課題かなというところがあるわけですが、

それについて非常にはっきりと意識させて

具体的に取り組むということは大変すばら

しいと私は思います。

トップダウンがいいという風潮が非常に

多いんですけども、しかし、住民自治とい

う観点もありますから、決してそうではな

いということを今警告されたと受け止めて

おります。

さて、たくさん時間が過ぎてしまいまし

て、そろそろ取りまとめをさせていただか

なくてはならないのですが、市長さんには

本当にお忙しいところ無理矢理時間をつく

っていただいて、来ていただいたのですが、

本当に期待した以上の話しをしていただく

ことができまして、またやりとりも中身の

あるやりとりができたことを大変ありがた

く思います。

私は、実は今年イギリスに行って来たの

ですが、ちょうどブレア首相が総選挙に敗

れてマニフェストについて開示があったも

のですから、具体的にイギリスでマニフェ

ストがどういうふうに使われているのか調

べました。総選挙ですから国のレベルなの

ですが、はっきりいって、みんな読んでま

せん。読めない。では、どうしてマニフェ

ストが機能しているかということで私が感

慨を受けたのは、マスメディアがちゃんと

読み解いて、その要点やポイントを徹底的

に報道するわけです。実際的に国民市民が

読み切れないところをマスメディアが機能

して、マニフェストを有効に選挙の中で機

能させるということをかなりしっかりとや

っているということがありました。マニフ

ェストを出したから、「市民と俺で約束した

んだ。だから理解してくれ。」こういう言い

方だけでは、なかなか難しいかもしれませ

んね。やはりきちっと一人ひとりに中身が

伝達されるような社会の仕組み。これがこ

れからの運動として大事かなと一つ思って

ます。

それからもう一つは、マニフェストとい

うのは、私は運動だと思います。ローカル

マニフェストというのは、理論的に非常に

位置付けしにくいものなのです。むしろお

っしゃったように地域のマネージメントの
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改革とか議会の在り方と首長さんの関係と

か、色んな地方自治体が抱えている課題、

問題点、これを具体的に解決していく一つ

の手法であり運動だというふうに理解して

いただくのが一番いいのではないかと思い

ます。あまり理論的にこうだからこうしな

ければいけないという形でマニフェストを

固めてしまうのは、むしろマニフェストの

持っている可能性や改革に対する可能性と

いうものをかえってそらしてしまうおそれ

がある。だからあまり理屈でどうのこうの

と言う前にとにかくやってみよう、とりあ

えず機能させて検証してみようと。こうい

ったことがたぶん今の段階では大事なとこ

ろではないか、こういうふうに思っていま

す。

最後に先ほど申し上げたことですけど、

中司市長さんを見ていただいてみなさんは

どういうふうに思われたでしょうか？　わ

たしは、新しい時代のつまり分権時代の新

しいリーダーの典型ではないかというふう

に感じました。というのは、先ほど申し上

げたように今非常に強い、強引なリーダー

シップといわれてますけど、自治というの

は市民が地域の中で作っていくという比重

が非常に大きいわけですよね。お互いが納

得しながらお互い力を発揮していく。こう

いうところがどうしても地方自治にはなけ

ればいけないわけです。今日のお話しの仕

方をみればまさにそういうことをきちっと

受け止めて、受け取る中で説明をしていら

っしゃいます。こういうことをきちっとや

ってらっしゃったのは、さすがだと私は思

いました。

これから地方自治をになういろんなタイ

プのリーダーシップが出てくると思います

が、中司市長のようなタイプを市民社会型

といっていいのではないかと思いますが、

地域社会の多様な意見を受け止めて、それ

をきっちりと政策に展開していくような力

を持った地域リーダーシップが必要になっ

てくると思いますが、実際すでに実行なさ

っていることを今日は実感させていただい

て、私としても嬉しい限りです。ここで閉

じさせていただきたいと思います。

［2005年７月19日］

18 分権型社会を拓く自治体の試みとNPOの多様な挑戦


